




Efforts of university A and junior college A in a joint disaster relief drill 
for block 1 branches of the Japanese Red Cross Society






Abstract： Students of university A and junior college A participated in the 2014 joint disaster relief drill for block 
1 branches of the Japanese Red Cross Society. Some of the students acted as disaster victims and disaster-relief 
volunteers in the drill while others observed the medical relief drill. Reflecting on the drill, the importance of sharing 
the experiences of the participating students helped provide insights for other students, was confirmed. The necessity 
to review the support system for students under uneasy situations after a disaster was also suggested.
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１．非常に良くできた 48 37.8 
２．やや良くできた 66 52.0 
３．どちらともいえない 8 6.3 
４．あまりできなかった 2 1.6 
５．全くできなかった 1 0.8 




１．非常に良くできた 29 11.8 
２．やや良くできた 122 49.6 
３．どちらともいえない 40 16.3 
４．あまりできなかった 38 15.4 
５．全くできなかった 16 6.5 












































１．非常に良くできた 14 38.9 
２．やや良くできた 18 50.0 
３．どちらともいえない 2 5.6 
４．あまりできなかった 2 5.6 




































１．非常に満足できた 18 14.2 
２．満足できた 80 63.0 
３．どちらともいえない 21 16.5 
４．やや不満に感じた 6 4.7 




１．非常に満足できた 16 6.5 
２．満足できた 120 48.8 
３．どちらともいえない 67 27.2 
４．やや不満に感じた 36 14.6 
５．非常に不満に感じた 5 2.0 
６．回答なし 2 0.8 
Ⅴ．考察と今後の課題
　被災者役の体験から、被災者の心理的状況を理
解し、被災者側の立場にたった援助の必要性を学
ぶことができていた。ボランティア役の体験から
は、状況判断能力が必要なことや避難者のニー
ズに沿った援助をすることが大切であることな
ど、援助者に求められる態度を学ぶことができて
いた。また、訓練を通して救護員として活動を行
う自己の姿がイメージ化され、学習の動機付けに
なっていた。
　一方、訓練の見学は災害時に日本赤十字社の果
たす役割・機能の理解につがなると期待し企画し
たが、見学者の満足度に課題が残った。抽象度の
高い言語的な教材（テキスト）と具体的な教材（経
験）を併用することで学習の理解がより深まると
言われており（阿部，2013）、見学の目的並びに
見学のポイント等を明確に学生に伝え、言語的な
教材と具体的な経験が結び付くように工夫するこ
－ 86 －
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とが必要だと考える。
　訓練の参加から貴重な学びが得られているが、
Ａ大学の所在地では、訓練が７年に１度しか開催
されていないため、毎年参加できるわけではない。
今後、参加した学生の経験を共有し、全体として
の学びにしていくことが重要である。
　今回、学生への被災者役を演じることによる心
的負荷を懸念し、事前の説明や実施後に経験を自
由に語る機会を設けた。実践的な災害医療救護訓
練を行うため、模擬患者研究会が作られ活動して
おり、つらい役を演じた際は、その気持ちを持ち
帰らないことを重要なポイントの一つとしてあげ
ている（岡野谷，2008）。また、模擬患者が参加
する学習では、実施直後に振り返りをすることや
時間をおいて反省会や学習会をすることが、模擬
患者の気持ちを整理するうえで重要であると述べ
ている（渡邉，中村，吉川，2011）。効果的な訓
練のためには実際の災害現場のような混乱と緊張
感が必要であるが、参加者がその状況から受ける
心理的影響は大きい。そのため、安全な体験をで
きるような支援のあり方を今後も考えていく必要
がある。
Ⅵ．おわりに
　今回、訓練の参加の機会を与えられ、大きな学
習成果を得たことは、意義深いことである。しか
し、見学の方法、経験から得られる学びの共有方
法、疑似体験からくる心理的影響の軽減方法の課
題が残った。そのため、今回の訓練で得たものを
今後に活かしていきたい。
　本論文において利益相反に該当する事項はな
い。
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